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研究課題名

氏名

1．研究実施期間

2．収支の状況
（単位：円）

交付決定額
交付を受け

た額
利息等収入

額
収入額合計 執行額 未執行額 既返還額

120,000,000 120,000,000 0 120,000,000 120,000,000 0 0
36,000,000 36,000,000 0 36,000,000 36,000,000 0 0

156,000,000 156,000,000 0 156,000,000 156,000,000 0 0

3．執行額内訳
（単位：円）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 合計

物品費 57,120 39,836,940 14,338,272 42,801,676 97,034,008
旅費 0 200,430 538,560 880,620 1,619,610
謝金・人件費等 0 4,663,617 9,511,943 4,794,852 18,970,412
その他 0 1,093,188 869,038 413,744 2,375,970

57,120 45,794,175 25,257,813 48,890,892 120,000,000
150,000 0 21,182,732 14,667,268 36,000,000
207,120 45,794,175 46,440,545 63,558,160 156,000,000

4．主な購入物品（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの）

仕様・型・性
能等

数量
単価

（単位：円）
金額

（単位：円）
納入

年月日
ﾗｲﾌﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
ｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ
MPK5000S

1 992,250 992,250 2011/7/19

GEﾍﾙｽｹｱ
ｼﾞｬﾊﾟﾝ

1 22,942,500 22,942,500 2011/12/15

LONZA
AAB-1001

1 992,250 992,250 2013/7/31

ﾗｲﾌﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
StepOnePlus
-01VP020

1 3,761,100 3,761,100 2013/8/1

コスモバイオ
UCD-300

1 1,505,175 1,505,175 2013/7/31

Thermo
Forma 451L
100V 20A

1 1,669,500 1,669,500 2013/7/31

日本エアー
テック　BLB-
1306

1 1,092,000 1,092,000 2013/11/6

Thermo
Forma 310
184L

2 750,750 1,501,500 2013/11/8

ミルテニー
MACS Quant
Analyzer

1 9,334,500 9,334,500 2014/2/17

autoMACS
Pro Starting
Kit

1 2,544,150 2,544,150 2014/2/17

5．研究成果の概要

高性能フローサイトメーター

東京理科大学（順天堂大学
より移管）

Neon Transfection System
Starter Pack

平成２３年２月１０日～平成２６年３月３１日

費目

合計

直接経費

東京理科大学（順天堂大学
より移管）

直接経費計
間接経費計
合計

物品名

Nucleofector 2b Device

リアルタイムPCRシステム

密閉式超音波細胞破砕装置

東京理科大学（順天堂大学
より移管）

西山　千春

本様式の内容は一般に公表されます

自動磁気細胞分離装置

東京理科大学

間接経費

東京理科大学

設置研究機関名
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メーター
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東京理科大学　基礎工学部　生物工学科　教授

東京理科大学（順天堂大学
より移管）

超低温槽

バイオクリーンベンチ傾斜型

ダイレクトヒートCO2インキュ
ベータ

東京理科大学（順天堂大学
より移管）

東京理科大学（順天堂大学
より移管）

東京理科大学

東京理科大学
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アレルギーや自己免疫疾患の制御を目的とし、免疫担当細胞における遺伝子発現制御機構の解析を進めてきた。特に、樹状細胞
において最も重要な共刺激分子CD80、CD86の発現が転写調節因子PU.1による直接的な転写活性化を受けていることを見出し、そ
の知見からPU.1のノックダウンがマウスモデルにて接触性皮膚炎を改善する効果を持つことを示した（金田ら　Blood 2011）。さらに、
樹状細胞が抗原提示をする際に中心となる抗原提示のための分子MHC class IIの発現機構を解析し、PU.1が転写共役因子CIITA
の最上流プロモーターに作用して転写活性化することにより間接的にMHC class II発現を引き起こすことを明らかにした（北村ら　J
Allergy Clin Immunol 2012）。引き続き樹状細胞のマーカー分子であるCD11cや二次リンパ組織への遊走に必須のCCR7、共刺激分
子OX40LなどもPU.1制御下にあることを見出し、その機構を詳細に解析した（いずれも八代ら　投稿準備中）。これらの結果やマイク
ロアレイ解析からPU.1の抑制が過剰な免疫応答の制御に繋がることが示唆されており、生理的条件下でPU.1制御作用を持つ分子
の探索を進めている。特定のサイトカインに相当する作用があることを観察しており、一方で化合物ライブラリーや食品微量成分、菌
体成分などを対象にスクリーニングを行っている。引き続き、挙ってきた候補分子のPU.1抑制機構を解析している。また、アレルギー
反応のエフェクター細胞であるマスト細胞・好塩基球がアレルゲンに応答する際に抗体と直接作用するIgE受容体の発現制御機構を
解析した結果、PU.1、GATA1、GATA2がαサブユニットの、GATA2がβサブユニットの正の制御因子であることを示し、これらのノッ
クダウンが受容体の発現抑制だけでなくプライマリーマスト細胞の活性化をも抑制することを確認した（稲毛ら　J Immunol）。マスト細
胞・好塩基球については、アレルゲン特異的なIgE抗体以外にも慢性炎症に関わる細胞活性化機構が知られてきていることから、そ
の標的としてSCFの受容体であるc-kitやIL-33の受容体であるST2についても発現制御機構を解析した。c-kitについてはGATA2が
他分子との相互作用を介して間接的に転写活性化を行うこと（前田ら　J Immunol 2010）、ST2についてはGATA2が転写活性化因子
として働き、一方GATA1が抑制的に作用していること、GATA1の発現レベルの差がIL-33受容体発現と逆相関にあることを見出し、
これがマスト細胞と好塩基球の遺伝子発現プロフィールの差異をもたらす一つの機構である可能性を示した（馬場らJ Biol Cehm
2012）。一方、転写調節因子について細胞特異的遺伝子発現の仕組みを解き明かすため構造-機能相関解析を進めている。現在ま
でに全長PU.1やGATA1、GATA2の一部ドメインについて発現系構築、精製に成功しており、引き続き結晶化条件を検討している。共
同研究として、樹状細胞を用いた遺伝子治療によりマウスモデルでの自己免疫疾患の改善に成功するといった成果もあり、治療応
用に向けての基盤技術を確立しつつある。
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研究成果報告書 
本様式の内容は一般に公表されます 

 

 

 

研究成果の概要 

（和文）： 

 免疫担当細胞の機能制御を目指し、以下に示す通り樹状細胞とマスト細胞・好塩基球における

重要分子の発現制御機構を解析し、その知見を利用してマウス疾患モデルやヒト細胞での制御

に成功した。 

 樹状細胞について、抗原提示に必須の MHC class II や共刺激分子 CD80 と CD86 の発現に転

写調節因子 PU.1 が直接あるいは間接的に制御する詳細を明らかにし、PU.1 の抑制によりマウス

皮膚炎モデルにて病態が改善することを示した。 

 マスト細胞・好塩基球の遺伝子発現解析から、IL-33 受容体である ST2 や SCF 受容体である

c-kitの発現制御因子を特定し、また IgE受容体の発現に関わる PU.1、GATA-1、GATA-2の抑制

により受容体発現量が低減し、アレルギー反応も抑えられることをヒト細胞を用いて明らかにし

た。 

 

（英文）： 

We analyzed the gene expression mechanisms of important molecules expressed in dendritic cells 

and mast cells/basophils for the regulation of immune-related cells and succeeded in the 
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suppression of pathology of contact hypersensitivity in murine model and of allergic reactions of 

human mast cells as follows. We identified PU.1 as a transcription factor, which positively 

regulates the transcription of CD80 and CD86 via the direct interaction against cis-enhancing 

elements in the promoters. The introduction of PU.1 siRNA downregulated the expression of CD80 

and CD86 in dendritic cells and the ointment containing PU.1 siRNA suppressed the contact 

hypersensitivity of murine model.  We also revealed that PU.1 is involved in the expression of 

MHC class II, which is essential for antigen presentation, in dendritic cells in an indirect manner 

with the transactivation of the pI promoter for cofactor CIITA. By the analyses of gene expression 

mechanisms in mast cells/basophils, GATA2 was identified to be a transactivator for the ST2 

promoter, whereas GATA1 was suppressive regulator. GATA2 was also positive transactivator for 

the c-kit promoter via the interaction with Sp1 on the promoter. It was also revealed that 

knockdown of PU.1, GATA-1, or GATA-2 downregulated the expression of FcεRI, resulting in the 

suppression of allergic reactions in human mast cell line, and human primary mast cells. 

 

1． 執行金額             １５６，０００，０００円 

    （うち、直接経費        １２０，０００，０００円、 間接経費     ３６，０００，０００円） 

 

2． 研究実施期間   平成２３年２月１０日～平成２６年３月３１日 

 

3． 研究目的 

 日本を含め、先進国においては今や人口の半分近くが何らかのアレルギー症状を持つと言

われるほどアレルギー疾患の罹患率は高く、且つ増加の一途を辿っている。本課題では転

写調節因子の機能解析に取り組み、その知見から細胞機能の制御法を提案し、アレルギー

疾患・自己免疫疾患の新たな治療法開発に繋げることを目的とする。 

 

(1) IgE受容体の発現・機能制御 

 白血球の一種であるマスト細胞や好塩基球は IgE受容体を発現してアレルゲン・IgE複合

体に応じたアレルギー反応を引き起こす。現行のアレルギー治療薬の多くは、これらの細

胞の活性化に関連する反応のいずれかのステップを標的としている。本研究では、I型アレ

ルギー反応において中心的な役割を果たすマスト細胞・好塩基球の機能、特に FcεRI発現

を制御するという既存のアレルギー治療薬とは異なるアプローチにより、アレルギー反応

の抑制を目指す。 

 

(2) 樹状細胞における転写調節因子の機能解析、マウスモデルでの評価 

 樹状細胞は生体内への病原体侵入を監視し、その抗原を取り込み T 細胞に抗原提示すること

によってその後の免疫反応の方向性を左右するため、樹状細胞の制御は生体内の免疫バランス
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に関わる。本課題では、樹状細胞において転写調節因子 PU.1がマスターレギュレーターとし

て重要な機能を有する可能性に着目し、その制御下にある遺伝子発現の調節機構を詳細に

解析する。これらの知見から、さらに、アレルギー・自己免疫疾患において樹状細胞機能

制御や PU.1 発現調節が個体における病態改善に関わる可能性をマウスモデルで検討する。 

 

(3) マスト細胞・好塩基球特異的遺伝子発現 

 慢性アレルギー炎症では、IgE 抗体以外の細胞活性化機構の関与も近年報告されていることか

ら、そのような作用を持つ分子 IL-33やSCFに対する受容体について、細胞特異的な転写調節の

新たな仕組みを見出す。 

 

(4) 遺伝子多型解析 

 IgE受容体遺伝子の発現制御領域に多型があり、これがアレルギー感受性に関わる可能性を発

見し報告してきたが、その一部は欧州の大規模 GWAS にてアレルギー素因であることが確認され

民族を超えたアレルギー原因遺伝子多型の一つと考えられる。IgE 受容体発現レベルと遺伝子

多型の相関について、IgE受容体発現量が血清 IgE値に影響を受けることを考慮し、成人よ

り比較的 IgE 値が低い小児を対象に、アレルギー発症リスクや病態と遺伝子多型、末梢血

の受容体発現量を統計学的に解析する。 

 

(5) 腸内細菌や食品成分による細胞機能調節 

 食餌による生体の免疫バランス制御を目的に、腸内細菌由来成分や、微量食品成分が免疫

担当細胞、特にマスト細胞や樹状細胞へ及ぼす作用を細胞レベルで検討する。 

 

(6) 転写調節因子の構造機能相関解析 

 複数の転写調節因子の組み合わせにより細胞特異的に IgE 受容体の遺伝子発現を引き起こす

ことを見出してきている。これら転写調節因子群と遺伝子の相互作用点は、他の細胞や遺伝子へ

の副作用の少ない抗アレルギー剤開発のターゲットとして期待されるが、その巧妙な組み合わせ

による制御機構は未だに不明なままである。よって、関わる転写調節因子の立体構造を決定する

ことにより、構造生物学的アプローチからこの謎を解き明かすことを目指す。 

 

4． 研究計画・方法 

(1) IgE受容体の発現・機能制御 

 IgE 受容体を発現するヒト細胞株と幹細胞から誘導したマスト細胞を用い、高効率の遺伝子導入

システムを導入して IgE 受容体発現を制御する分子を同定した。αサブユニットの発現に関わるこ

とを報告してきた各転写因子の寄与を確認すると共に、βサブユニット遺伝子については細胞特

異的転写因子同定のため一連のプロモーター解析を行った。同定された分子がアレルギー反応

抑制の標的として有効であることをヒト細胞を用いて確認した。 



様式２１ 

4 
 

 

(2) 樹状細胞における転写調節因子の機能解析、マウスモデルでの評価 

 マウス骨髄由来培養樹状細胞を用い、CD80、CD86 それぞれのプロモーター領域を特定し、プ

ロモーターに作用する分子をレポーターアッセイ、ゲルシフトアッセイ、チップアッセイ、siRNA など

を組み合わせて解析した。同定された PU.1 をウィルスベクターを用いて幹細胞に強制発現させ、

CD80、CD86 発現誘導を観察した。マウス接触性皮膚炎モデルに PU.1 siRNA を塗布し病態改善

効果を検証した。 

 同様に、MHC class II 発現に PU.1 が必須であるとの仮説を立て、MHC class II のマスターレギュ

レーターであるコファクターCIITA について、複数あるプロモーターのうち樹状細胞で優位に稼働

する最上流プロモーターに対する PU.1 の作用を調べるため一連のプロモーター解析を行った。 

 

(3) マスト細胞・好塩基球特異的遺伝子発現 

 マウス骨髄由来培養マスト細胞と、ヒトマスト細胞株を用いて、SCF の受容体である c-kit、IL-33

受容体である ST2 遺伝子プロモーターに関わる転写調節因子を上記(2)に記した同様の手法を用

いて解析を行った。 

 

(4) 遺伝子多型解析 

 ヒト末梢血中の好塩基球と樹状細胞サブセットの表面分子に対する抗体を複数組み合わせて、

各細胞と区別しながら IgE受容体発現量を定量できるフローサイトメトリー法を確立し、アレルギー

疾患患者と対照群を比較した。 

 

(5) 腸内細菌や食品成分による細胞機能調節 

 マスト細胞、樹状細胞に腸内細菌、脂肪酸、vitamin 類、食品由来成分を添加し、細胞表面分子

の発現を指標に各細胞への機能抑制作用を検討した。ヒト表皮角化細胞への脂溶性ビタミン添

加によるアレルギー関連分子発現の検討も行った。 

 

(6) 転写調節因子の構造機能相関解析 

 大腸菌を用いた転写調節因子の組換え体発現系構築のため、可溶化発現を目指して融合タン

パク質や低温培養用ベクターなどを検討した。産生されたタンパク質の分離、精製条件を至適化

し、結晶化条件を検討している。 

 

5． 研究成果・波及効果 

(1) IgE受容体の発現・機能制御 

 IgE 受容体発現に関して、転写調節因子 PU.1、GATA1、GATA2 が各サブユニット遺伝子発現制

御領域に結合して直接転写活性化する仕組みを詳細に解析し、そのノックダウンにより IgE 受容

体の発現が抑制され、さらに、細胞活性化によるアレルギー反応も抑制されることをヒトマスト細
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胞を用いて示した。 

 

(2) 樹状細胞における転写調節因子の機能解析、マウスモデルでの評価 

 ○1  CD80、CD86という樹状細胞の最も代表的な共刺激分子の発現制御因子としてPU.1を

同定し、この知見を利用してマウス皮膚炎モデルにて病態改善に成功した。 

 ○2  抗原提示そのものを担うMHC class IIについて、遺伝子発現のマスターレギュレー

ターである転写共役因子CIITAの最上流に位置するプロモーターpIに対して、PU.1が直接結

合して転写活性化を行っていること、PU.1ノックダウンによりMHC class II発現とそれに

よるT細胞活性化能が著しく低下すること、及びその詳細な分子機構を明らかにした。 

 ○3  現在、マーカー分子CD11cや他の共刺激分子、ケモカイン、ケモカイン受容体などに

ついても解析が続いている。 

 ○4  予想外の発見として、PU.1のノックダウンと特定のサイトカインにより制御性の性

質を獲得した樹状細胞に共通点を見出しており、PU.1を標的にした生理的に意義のある免

疫抑制法の開発に繋がることが期待される。 

 

(3) マスト細胞・好塩基球特異的遺伝子発現 

 ○1  SCFに対する受容体でありマスト細胞のマーカー分子であるc-kitについて、GATA2 による

転写活性化機構があることを発見した。 

 ○2  近年アレルギー関連サイトカインとして注目されているIL-33の受容体、ST2/IL1RL1

の主要な発現細胞はマスト細胞と好塩基球である。解析の結果マスト細胞ではGATA2が優位

に結合してプロモーターを強く活性化し、一方、好塩基球ではGATA2とGATA1が結合し、ヒ

ト末梢血好塩基球へのsiRNA導入実験からGATA2が活性化因子、GATA1が抑制的因子である

ことが確認され、ST2プロモーター制御の仕組みが明らかになると共に、GATA1の発現レベ

ルがマスト細胞と好塩基球の相違を決定する一因である可能性を提案した。 

 ○3  IL-33のデコイ受容体となる可溶化型ST2 の発現制御機構を解析し、可溶化型ST2 の発

現を上昇させ膜結合型ST2 の発現を抑制する特定の条件を見出しており、現在、この機構を利用

したアレルギー反応抑制効果を検証している。 

 

(4) 遺伝子多型解析 

 FcεRIを発現するヒトの白血球を検出・分類する方法を確立した。これにより、好塩基

球以外にも、サブセットの異なる樹状細胞に明確な FcεRI発現を検出できた。小児アレル

ギーでの受容体発現レベルと遺伝子多型の相関を統計学的に解析し、これまで私たちが報

告し欧州の GWASでも支持する報告がなされている多型について有意な相関を認め、検証す

ることができた。 

 

(5) 腸内細菌や食品成分による細胞機能調節 
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 ○1  IgE受容体発現を抑制する菌体成分について発現抑制の分子機構を解析し、少なくとも特定

のサイトカイン産生を誘導することが抑制作用の一部を担っていることが示された。また、化合物

ライブラリーからIgE受容体発現抑制物質の探索を進めた結果、複数の候補分子を見出している。

これらについて抑制機構を解析すると同時に、より強い効果を示す類縁体化合物の探索も進めて

いる。 

 ○2  上述の(2)を応用展開するため、PU.1 の発現抑制や樹状細胞の機能抑制を引き起こす物質

を化合物ライブラリーや天然物、食品由来微量成分などから探索するスクリーニング系を構築し

た。 

 

(6) 転写調節因子の構造機能相関解析 

 PU.1、GATA-1、GATA-2の可溶性タンパク質としての発現に成功し、最も先行している PU.1

については結晶化条件検討に耐える質と量の組換え体タンパク質を得る条件の至適化に成

功した。現在、結晶化条件検討を進めながら PU.1タンパク質の長期安定性向上を検討して

いる。 
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子 を 調 べ 、 ア レ ル ギ ー 反 応 を 抑 え る こ と に 成 功 し ま し た 。 」 、

http://www.tus.ac.jp/news/news.php?20140410130209 

 

「最先端・次世代研究開発支援プログラム〜アレルギー疾患関連分子の発現制御機構とアレルギー治

療・予防への応用」 

トップページ、http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/saisentan/index.html 

新着情報、http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/saisentan/news.html 

研究組織、http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/saisentan/organization.html 

研究概要、http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/saisentan/outline.html 

研究業績、http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/saisentan/publications.html 

学外活動風景（高等学校特別授業など）、 

http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/saisentan/activities.html 

「経歴」、http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/atopy_center/keireki_nishiyama.html 

国 民

と の

科学･

技 術

対 話

の 実

「アレルギー・免疫の分子生物学的基礎から応用に向けて」（最先端・次世代研究開発支援プログラム 

第3回シンポジウム）、2013年 11月30日、順天堂大学、50名、本課題の当該年度１年間の研究成果と、

今後の展望について講演。 

研究室訪問、2013年11月15日、東京理科大学葛飾キャンパス、20名、不動岡高校生徒の来訪を受け、
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施 

状況 
研究室所属の学生や研究員が研究室内を案内し、研究内容について説明。 

「研究の魅力・理系のすゝめ（女性研究者としての生き方）」、2013 年 10 月 4 日、福島県立会津学鳳

中高等学校、中学生全校生 300 名、「SSH 講演会（中学校）」にて自身の中学高校時代の様子や東京大

学時代の学生生活を紹介し、高校の生物学の教科書と対比させながら、大学や大学院で学ぶ免疫学・ア

レルギー学・遺伝学や、現在進行中の研究の一端を紹介。 

「気になる身近な病気、アレルギーについて〜体を守る免疫の仕組みからアレルギーを考える〜」（かつ

しか区民大学オータムオープンカレッジ）、2013 年 9 月 29 日、東京理科大学葛飾キャンパス、200 名、葛

飾区教育委員会事務局生涯学習課が東京理科大学と共同で開催している講演会にて、葛飾区民向け

広報やちらしを見て申し込まれた地域住民の方々を対象にアレルギーが起こる仕組みや治療法に関す

る科学的な背景を説明。 

「免疫ふしぎ未来 2012」（お台場・未来館）、2013 年 8 月 11 日、日本免疫学会アウトリーチ活動の一環で

あるイベントに実行委員として参加。来場者 1500 名。免疫学をわかりやすく紹介するパネルや展示物の

説明など。 

オープンキャンパス、2013年 8月 7日、東京理科大学葛飾キャンパス、来場者は学科展示パネル会場の

みで 600名、免疫学の基礎から現在の研究内容までをポスターやパネルで展示し、研究室所属の学生ら

が来場者に説明。他に、個別に研究室を訪れて来た高校生に研究内容なども説明。 

「転写調節因子を介したマスト細胞・樹状細胞の機能制御（最先端・次世代研究開発支援プログラム 第

2 回シンポジウム）、2012 年 12 月 21 日、順天堂大学、50 名、本課題の当該年度１年間の研究成果と、

今後の展望について講演。 

「理系のすゝめ」、2012年 12月 19日、福島県立会津学鳳中高等学校中学 3年生と高校 1、2年生（SSH

選択者）、120 名、「SSH 理系女子講演会」にて自身の中学高校時代の様子や東京大学時代の学生生活

を紹介し、高校の生物学の教科書と対比させながら、大学や大学院で学ぶ免疫学・アレルギー学・遺伝

学や、現在進行中の研究の一端を紹介。 

「からだを守る免疫の仕組みからアレルギーを考える」、2012 年 10 月 17 日、都民、200 名、東京都医学

総合研究所・平成２４年度第 5 回都民講座にて、アレルギーが起こる仕組みや治療法に関する科学的な

背景を説明。 

「どうしてアレルギーになるのでしょうか？〜アレルギーの科学と不思議」、2012 年 8 月 25 日、順天堂大

学、高等学校生と保護者、400 名、オープンキャンパスにてアレルギーの基礎やアレルギー治療・予防を

目指す研究の内容、医学部大学院での研究生活の様子を紹介。 

「免疫ふしぎ未来 2012」（お台場・未来館）、2012 年 8 月 19 日、日本免疫学会アウトリーチ活動の一環で

あるイベントに実行委員として参加。来場者 1500 名。免疫学をわかりやすく紹介するパネルや展示物の

説明など。 

「気になる身近な病気・アレルギーについて」、2012 年 2 月 25 日、順天堂大学医学部附属練馬病院、練

馬区民、60 名、順天堂大学医学部附属練馬病院・練馬区教育委員会共催の区民健康医学講座にて、ア

レルギーが起こる仕組みや治療法に関する科学的な背景を説明。 

「『免疫』『遺伝子』をキーワードに：アレルギーが起こる仕組みと遺伝子」、2011 年 12 月 21 日、福島県立
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安積高等学校、安積高等学校 1、2 年生、60 名、医学・生物学に興味を持ち進路希望の安積高等学校の

生徒を対象とした「安積セミナー〜医の道を選ぶ〜医学科の授業を受ける」にて、大学における遺伝学、

医学部での免疫学・アレルギー学を、高校の生物学 I、IIの内容と照らし合わせながら説明すると共に、大

学院での研究から見出された最新の知見まで紹介。 

「アレルギーが起こる仕組みと遺伝子」、2011 年 11 月 29 日、福島県立安積黎明高等学校、安積黎明高

等学校 2 年生、30 名、「進路講演会」にて生物系への進路を希望する生徒を対象として、高校の生物学

の教科書と対比させながら、大学や大学院で学ぶ免疫学・アレルギー学・遺伝学や、現在進行中の研究

の一端を紹介。 

「アレルギー関連遺伝子の発現制御（最先端・次世代研究開発支援プログラム キックオフシンポジウム

〜疾患治療に向けた新・開発研究〜）」、2011年 10月 15日、順天堂大学、50名、本課題の背景となるこ

れまでの研究成果と、今後の展望について講演。 

「どうしてアレルギーになるのでしょうか？〜アレルギーの科学と不思議」、2011 年 8 月 20 日、順天堂大

学、高等学校生と保護者、800 名（400 名 x2 回）、オープンキャンパスにてアレルギーの基礎やアレルギ

ー治療・予防を目指す研究の内容、医学部大学院での研究生活の様子を紹介。 

新聞･

一 般

雑 誌

等 掲

載 

計 1

件 

1.「花粉症はなぜ起こる？」中日こどもウィークリー新聞「ワクワク未来教室」、2014 年 3 月 29 日 

 

そ の

他 
第 3 回サイエンス・インカレ（文部科学省主催：2014 年 3 月 1、2 日、幕張メッセ国際会議場）にて、審査員

を担当。 

 

JSI Newsletter （日本免疫学会会報）、2014 年春号、「新しい研究室を開くにあたって」のコーナーに「研

究も教育も！しっかりと楽しめて」と題して「東京理科大学 基礎工学部 生物工学科 西山千春研究室」

紹介記事を掲載。 

 

第２回サイエンス・インカレ（文部科学省主催：2013 年 2 月 2、3 日、幕張メッセ国際会議場）にて、審査員

を担当。 

 

第 1 回サイエンス・インカレ（文部科学省主催：2012 年 2 月 18-19 日）にて、審査員を担当。 

 

7． その他特記事項 

 2013年 9月 1日付けで東京理科大学基礎工学部生物工学科教授に就任。新研究室は 2013年

4 月より発足しており、学部生への講義や実習、研究指導などの業務が発生していたため、順天

堂大学准教授の身分で東京理科大学の非常勤講師を兼任する形で両大学での研究・教育など

に従事した。順天堂大学では 2013 年 9 月 1 日より非常勤講師、2014 年 4 月 1 日より客員教授。 
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 大学院生・北村奈緒さんが、順天堂大学 3 年次ポスター発表において最優秀ポスター賞を受賞

し、また、その研究成果（Kitamura N, et al. Journal of Allergy Clinical Immunology, 2012）が評価され大

学院卒業時の総代を務めた。 
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